
    

【協議結果】 

① 産業分科会提言のまとめ 

  ・市長に提出される提言書の素案を正副分科会長及び事務局でまとめ、１２月７日まで

に確認したうえで、委員会事務局に提出し、１２月１４日に分科会を開催し、委員全

員で最終確認することとなった。 

 

② 次回日程とテーマ 

・次回日程    １２月１４日（月） １８:００～ 

・次回開催場所 「 長浜市役所本館３階第１会議室 」 

・次回テーマ  「 産業分科会提言書（案）の確認 」 

 

③ その他 

 

【主な意見】（要点列記） 

 

会 長   本日の議題は、分科会提言のまとめについて協議いただくことであるが、ま

ずは１１月１３日に開催された法定協議会についての報告を市からいただきた

い。 

      

市     議事録の抜粋を添付するようにとの意見があったが、他の分科会との調整が

難しかったため、議事録そのものを添付することとなった。 

      提言については、分科会ごとに１枚にまとめ、補足するための資料としては

分科会ごとに４ページでまとめることとなる。 

 

会 長   項目ごとにメインの提案をしたらどうかとか、思い入れのあるものを提案し

たらどうかとの意見もあったが、どういうまとめにすればよいか意見をいただ

きたい。 

 

未来の長浜市を創造するまちづくり委員会 

第７回 産業分科会 議事録 
    

日 時  平成２１年１１月１６日（月）  １８:００ ～ １９:１０ 

場 所  長浜市役所 本館３階第１会議室 

議 題  産業分科会提言のまとめについて 

出席者 
 分科会委員＊敬称略 吉田豊、村上宣雄、国友隆房、松井京美、嶋﨑善弘 

森田義人、松本長治、稲田司 

市 分科会事務局（商工振興課） 大塚義之、小足久司 

６町 なし 

傍聴者 あり（ 人）・なし 報道機関 あり（     ）・なし 



Ａ委員   結果より過程を大事にするのであれば、議事録を載せて、それを踏まえたま

とめになればいいと思う。 

 

Ｂ委員   大きな意見の食い違いはないが、（３）次世代育成産業の振興の中で、安易

に農地を工業団地に転用という表現はいかがなものかと思う。 

 

Ｃ委員   将来的なイメージを漠然とした表現ではなく、インパクトのある表現にした

いと思う。インパクト性を持たせるには、突出した意見を表に出す方が良いよ

うに思う。新長浜市は、中長期的にみても、第１～３次産業のバランスをとる

ことが、どんな時代にも、どんな景気においても、安定した市政運営をするた

めには大切なことであり、そこを押すべきであると思う。 

 

Ｄ委員   記載するスタンスとして、合併のスケールメリットを考えると各項目につい

て、現状の維持拡大をすることと、将来に向かって夢と希望の持てるもの、の

２つの施策を記載するべきであると思う。 

 

Ｅ委員   新市の産業集積地としては、立地バランスから考えて、次は木之本ＩＣ付近

としてはどうだろうかなど具体的なものを書いてはどうだろうか。 

 

Ｆ委員   良くまとまっているため、みんなの意見をまとめてくれればそれでいいと思

う。 

 

Ｇ委員   産業分科会の中間報告書は抽象的な表現がたくさんあるが、住民自治・行政

財政分科会では～するべきという強い表現をしている。産業分科会では、現在

やっていることと新しい提言が半々であり、提言として弱い。 

      合併を契機に、６町の自然と文化を活かすこと、中心部はもとより外部へ工

場を誘致する取り組みが必要。就労対策に取り組むべきということを強めに書

くべき。移住の取り組みがどこかに入らないだろうか。 

 

会 長   新市になったときに、市民に期待と夢を持ってもらってわくわくしてもらう

ものが提言であると思う。 

   

Ｃ委員   新長浜市になって、中心部に集中することは当然であるが、その中でも、生

活するうえでは、商業も必要であり、工業も必要であるため、生活しやすい環

境を整えることは重要である。この考えをもつと、１局集中ではなく、２局集

中等にすることも必要ではないだろうか。何かをなおざりにするのではなく、

すべてのものが大切であり、それぞれの地域でやっていけるものもあり、それ

をうまく長浜が奏でていければいいと思う。 

 

Ａ委員   提言は、誰が読んで、何のための参考にして、どのような施策をうっていく

かを考えると、ほとんどの市民の目には触れない。しかし、この議論の経緯は

今後また基本方針等をたてるときに役立つかもしれないと思っている。これだ

けの人が集まって議論したことに意義があると思う。残しておくことが大事で

あると思う。 

 

会 長   誰が読むかわからないが、こういう想いを持って取り組むということを提言

の中に入れていきたい。 



Ｄ委員   議論することが大事だと思う。 

 

会 長   将来につながっていく提言ができたらと思っている。 

      提言書は、今回の議論を踏まえて案を作成し、１２月７日までに提案させて

いただくので、正副会長と事務局に一任していただきたい。案を委員に確認い

ただいた後、コンサルへ投げかけていきたい。 

 

 


